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 第８日 

 令和８年６月18日（木） 

午後１時零分再開 

○議長（小島清人君）  休憩前に引き続き会議を開き、一般質問を続行いたします。 

 次に、６番徳永秀俊議員の質問を許可します。６番徳永秀俊議員。 

     （６番徳永秀俊君登壇） 

○６番（徳永秀俊君）  皆様、こんにちは。ただいま議長のお許しをいただきましたので、

一般質問に先立ちまして、一言御挨拶をさせていただきます。６番議員の徳永秀俊でござ

います。今日は傍聴にたくさんの方が、恐らく私が議員になって初めて、一番多い傍聴の

数だと思います。本当にありがとうございます。 

 まず、このたび市長選挙におきまして、市民の皆様の大きな期待を受け、新市長が誕生

いたしました。中島市長、就任誠におめでとうございます。激しい選挙戦を経ての勝利は

多くの市民の朝倉市をさらに前へ進めてほしい、そういった願いの表れであったと思いま

す。私も一人の議員として、市長には市民の声に真摯に耳を傾けながら、市民に寄り添っ

た市政運営を進めていただくことを期待しております。 

 そして、議会としても、是々非々の立場でしっかりと議論を行い、朝倉市発展のために

力を尽くしてまいりたいと思います。 

 さて、九州北部も梅雨入りをし、本格的な雨の季節を迎えました。朝倉市は平成29年九

州北部豪雨という大災害を経験をしております。あの日の記憶を風化させることなく、市

民の生命と財産を守る防災・減災対策をさらに充実させていかなければなりません。特に

近年は、線状降水帯の発生など、気象災害が激甚化しております。行政と地域、そして市

民一人一人が連携をしながら、備えを万全にしていくことが重要であります。 

 また、世界に目を向けますと、原油価格や物流コストの高騰など、いわゆるナフサショ

ックとも呼ばれる影響が続いております。建築資材や農業資材、日用品に至るまで幅広い

分野で価格が上昇が続き、市民生活や地域経済に大きな影響を与えております。 

 私は工務店も経営しておりますが、現場に立つ中で、資材価格の高騰や人手不足の深刻

さを日々実感しております。こうした時代だからこそ、地域経済を支え、中小企業や農業

者、子育て世代、高齢者の暮らしを守る取組が求められております。 

 しかし、私は朝倉市の未来を決して悲観をしているわけではございません。朝倉市には

豊かな自然があります。全国に誇る農業があります。歴史と文化があります。そして何よ

り、人と人との温かいつながりがあります。人口減少や少子高齢化など多くの課題があり

ますが、若い世代が希望を持ち、子どもたちが夢を描き、高齢者が安心して暮らせるまち

づくりを進めることで、朝倉市にはまだまだ大きな可能性があると確信をしております。 

 私が政治活動の原点として大切にしている言葉があります。それは「大衆とともに」で

あります。大衆の中に入る、大衆の声を聞き、大衆とともに悩み、大衆とともに行動する、
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この姿勢を忘れることなく、市民の皆様の声を市政に届けるのが議員の使命であると考え

ております。これからも現場第一、市民第一の立場で、市民の皆様の声を市政に反映させ

るため全力で取り組んでまいります。 

 本日はそのような観点から質問をさせていただきますので、市長並びに執行部の皆様、

前向きな御答弁をお願い申し上げ、冒頭の挨拶とさせていただきます。ありがとうござい

ます。 

     （６番徳永秀俊君降壇） 

○議長（小島清人君）  ６番徳永秀俊議員。 

○６番（徳永秀俊君）  市長就任後初めての本格的な所信表明を拝見いたしました。そし

て、一つの共通のテーマを私は感じました。それは若者です。若者が政治に関心を持つ、

若者が朝倉に住み続ける、若者が子育てをする、若者が農業に挑戦をする、若者が将来に

希望を持つ、本日はその視点から質問させていただきます。 

 市民の皆さんは、新市長がこれからどのような朝倉市を目指し、どのような改革を進め

ようとしているのか、大きな期待を見て見守っております。本日は対立ではなく、市民の

皆様に分かりやすく市長の考えをお聞きする立場で質問させていただきたいと思っており

ます。 

 まず最初に、ＳＮＳやＡＩ時代における公正な選挙環境についてお伺いさせていただき

ます。 

 近年の選挙は、ＳＮＳや動画配信の影響力が急激に高まっております。一方で、誹謗中

傷やフェイク情報、ＡＩによる偽画像・偽動画も問題になっております。 

 市長は、今回の市長選挙において、従来の選挙手法だけではなく、ＳＮＳや動画配信な

どを積極的に活用されました。そういうことが特に若い世代や現役世代との接点を広げる

一つの要因になったのではないかと私は感じております。市長御自身は今回の選挙や近頃

の衆参の国政選挙を通して、ＳＮＳの持つ可能性や影響力、今後の課題をどう感じられま

したでしょうか。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  ＳＮＳはやはり大きな力があるというふうに、私自身の選挙戦を

通じて思いました。アラブの春だったと思うんですけれども、中東のほうで革命が起きた

ときに、あれはＳＮＳが起点になったというふうに聞いております。それくらい、やはり

世の中を大きく動かすツールになっているんだなということを感じております。 

 また、徳永議員がおっしゃいましたように、若い方はそれに非常に慣れ親しんでありま

して、若者という視点でいきますと、私のような年配者に比べたら、若い方というのは経

験も少ないですし、人脈とかもないでしょうし、それから、お金も多分一般的に持ってい

ないでしょうから、そういう人たちが物事を動かしたり訴えたりするためには大きな力に

なるものですから、若い人たちはそれに親しんでいるのかなというふうに思っております。 
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 ただ、この議会を通じまして、再三言われていますように、今回の市長選挙でいろいろ

な賛否がありました。そういった中で、まずは、やはりネットの情報というのは玉石混交

だなと、そこのところは全て正しい情報ではないということを感じないといけないなと思

っています。 

 それと、もう一つ、私が個人的に感じていることなんですが、ＳＮＳとかネットという

のは、人の心にダイレクトに入っていくといいますか、人の感情を揺さぶるもんなんだと。

それは、なんか皆様の、議員の皆様の質問を聞いていると感じました。多分、アルゴリズ

ムといいまして、そういうふうに組まれているんだと思います。私たちはその手のひら上

に乗っているといいますか。ですから、そういったＳＮＳというのは感情を揺さぶるもの

であるということはよくよく考えて利用しないといけないなというふうに思っております。 

 人は「情と理」といいまして、理屈だけでも動きません。やはり情の部分が必要です。

私はこの「情と理」のバランスというのが大事だと思っておりますし、ＳＮＳで訴えると

いうことは大事だと思いますけども、現実の社会というのがありまして、やっぱりまだ朝

倉というのは、人と人の結びつきとか出会いとか、そういった接点はある、そういう社会

だと思っていますので、そういう人間性といいますか、ＳＮＳだけでつながっているとか、

そういうのではなくて、人と人との結びつき、徳永議員がおっしゃいましたように、人の

温かさがあるまちですので、こういったものは大事にしていきたいなと思っております。

だから、人間性って何だろうなというのは、今回、非常に考えさせる議会となりました。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。そうした時代なんですが、このＡ

Ｉ技術やＳＮＳは便利である反面、民主主義を脅かす危険性もあると思っております。 

 こうした問題点を踏まえ、この朝倉市として、例えば主権者教育、それから情報リテラ

シー教育、そういったものを進めたほうが将来のためにもいいんじゃないかなと私は思っ

ておりますけれども、本市の見解を求めます。 

○議長（小島清人君）  選挙管理委員会事務局長。 

○選挙管理委員会事務局長（古賀 博君）  ＳＮＳとインターネットの関係なんですけど

も、先ほど市長も申し上げましたけども、人の生活に深く浸透しているという中ですが、

情報を正しく読み解く力は大変重要であるというふうに考えております。 

 現在、主権者教育といたしまして、朝倉地域選挙管理委員会協議会で、市内高校での出

前講座を行っております。また、学校への選挙機材の貸出しや明るい選挙啓発ポスターの

作品募集を行っております。 

 今後は、高校での出前講座の中に情報リテラシー向上のための内容を盛り込むほか、ま

た、広報紙やＳＮＳ、ホームページ、様々なイベント等のチラシ配布等で、高校生以外の

皆さんにも情報リテラシーの向上の啓発を行っていきたいというふうに考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 
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○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 それから、学校教育の中でもこういったＳＮＳというのは勉強していかないといけない

んじゃないかなと思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（草場 勉君）  学校におけますＳＮＳの教育についてお答え申し上げます。 

 令和４年度に教育委員会で、学校やふだんの生活における心構えを示しました「令和の

教育十訓」、これを策定いたしました。この中でＳＮＳの正しい使い方を身につけるとと

もに、学校で子どもたちを指導をしているような状況でございます。 

 具体的には、情報モラル教育として、情報発信による他人や社会への影響について考え

させる学習、ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習、

情報には誤ったものや危険なものがあるということを考えさせる活動などを、道徳、技術

科をはじめ、関連する教科において教育を行っているという状況でございます。 

 また、あわせまして、ＰＴＡの総会時に、保護者に対しまして、ＳＮＳなどのルールに

ついて家庭で話合いを行ってもらうようお願いしている状況でございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。私もＳＮＳそのものを否定するつ

もりはありません。むしろ情報発信の大切なツールだと思っております。 

 しかし、選挙期間中には事実とは異なる情報や一方的な誹謗中傷が広がり、市民の皆さ

んが混乱する場面もあるかと思います。 

 そこでお尋ねをいたします。市長は、正しい情報が正しく伝わる環境づくりが大切だと

申されましたけれども、そのためには、行政側から積極的に情報を公開することが必要だ

と思っております。 

 今後、市の運営において、市民との双方向のコミュニケーションを進める考えはござい

ますでしょうか。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  再々申し上げていますように、行政情報は市民のものだと考えて

おります。そういった意味で、行政情報を市民のほうに提供していくことは大事だと思っ

ておりますし、それが市民と行政との信頼関係を築くものだと考えております。 

 そういった中で、重ねて申し上げますが、誤情報は玉石混交で正しい情報ばかりでもな

いというのも事実ですので、そこのところにつきましては、やはり市としても情報リテラ

シーを高めるような、そういった啓発活動が必要だと思っております。 

 また、今度は緊急性であったりとか、たくさんの方に情報を流すということにおきまし

ては、特に災害時なんかでは迅速な情報共有が必要ですので、そういった意味では有効な

ツールだと思っておりますので、使い方をよく吟味しまして、行政のツールとして活用し

ていきたいというふうに考えております。 
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○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 市長、それでは、一方的な情報をこちらが送るのではなくして、双方向からというふう

に考えてよろしいでしょうか。市民の皆さんからと市のほうから。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  機能といたしましては、例えばＬＩＮＥであったら返事を返した

りとかするのがあると思うんですけど、そこのところはなかなか難しいのかなという、や

はり量が多くなりますので、そこは非常に慎重に考えたいと思っております。 

 ただ、ＳＮＳだけで伝わらない部分といいますか、意図がきちっと伝わらない部分もあ

ると思いますが、そこのところは、先ほど申し上げましたように、対面で話をする、そう

いったほうが正確な情報が伝わるのではないかと思っておりますので、そこのところは慎

重に判断させていただきたいと思っております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  ありがとうございました。とにかくこのＳＮＳというのは、選挙

のときでも新しいものですので、一瞬にして拡散してしまいますので、考慮してかかって

いかないといけないなと、私は思っております。 

 次の質問に移らさせていただきます。若者流出対策につきまして質問させていただきま

す。 

 市長は、所信表明の中で、若者流出対策を重要課題として位置づけられました。私も全

く同感でございます。 

 そこでお尋ねをするんですけれども、朝倉市では、高校または大学を卒業されて、多く

の若者が一旦市外へ流出してしまいます。最大の原因は何だと分析されますか。 

○議長（小島清人君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中村守康君）  一昨日の３番議員への答弁と同様の内容になりますが、

まず、住民基本台帳によります人口動態を見てみますと、年代では、20歳から24歳の転出

が転入を大きく上回ってマイナスとなっており、次いで25歳から29歳、15歳から19歳のマ

イナスが多くなっております。これは、高校や大学等を卒業して新たに進学や就職をする

際の転出が主なものと思われます。 

 また、朝倉公共職業安定所によります管内の高等学校卒業者の就職状況を見てみますと、

地元への就職率は毎年30％前後でありまして、70％前後が福岡市などの県内や県外へ就職

している状況となっております。 

 一方で、総合計画策定のための市民アンケートによりますと、朝倉市は「住みやすい」、

「どちらかといえば住みやすい」と感じている市民の方は72.8％と高い割合となっており

ます。また、中学生向けのアンケートにおきましては、「大人になっても朝倉市で住み続

けたいですか」との質問に対しまして、半数を超える53.6％が「住みたい」、「どちらか
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といえば住みたい」と回答しております。 

 以上のことから、全体といたしまして、朝倉市は住みやすいと感じております市民の方

が多く、若い方も半数以上が将来も地元に残りたいと思っておりますものの、進学や就職

を契機としましての転出が多いことが主な要因であると捉えております。以上でございま

す。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 そこで質問なんですけども、56.4％の方が住みやすいと思っていただいているというこ

とですが、市長が考える最優先施策、まずは雇用なのか、住宅問題なのか、それとも子育

て環境でしょうか、お願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  私は、若い人には夢と希望が必要だと考えております。朝倉市に、

私は若い人たちに戻ってきてもらいたいし、住み続けていただきたいと思っています。そ

のためには夢と希望が必要です。 

 行政の施策としては、私は合わせ技を考えておりまして、雇用の創出と、それと子育て

支援、この２つを一緒に並行してやっていきたいと思っております。片一方だけでは流出

を止めることは難しいというふうに思っております。 

 この２つをそろえることによって、若い人たちが自分の将来に対して安心感を得られる

といいますか、朝倉で住み続けても安心なんだなという、これを得ることができるという

ふうに考えております。 

 ですから、将来にわたって選ばれるまちをつくるためには、まずは雇用の創出と子育て

支援、この２つを一体としてやっていくというのが私の政策であります。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。それ以外にも、例えば交通の利便

性ですとか、あと住環境というのがありますけれども、こういったのはどうですか。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  そういったものも大切だと思います。 

 ただ、よく挨拶のときは３つの大事なものがありますとか言って、なるたけ物を絞った

ほうが分かりやすいというところがあると思いまして、私は、そういった中で一番分かり

やすいのは、子育て支援と雇用の創出ということを上げさせていただきたいと思います。

決して、それをおろそかにするというわけではないんですが、シンボリックな意味でそう

いうふうに言わせていただいております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 私の経験でちょっと質問させてもらっていいですか。私は工務店経営を通じて多くの若
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い世代との接点がございます。住宅取得や住環境への不安を抱える方も少なくありません。 

 そこで質問させていただきたいんですが、空き家活用や住宅取得支援を含めた定住促進

策について、市長または本市のお考えをお聞かせください。また、この件で、市長、任期

が４年ですよね。４年後、どの指標を改善すれば、どの指標って、住環境もそうですが、

先ほど申されたことも含めまして、どの指標が改善すれば成果が出たと判断されるのかも

併せてお尋ねいたします。 

○議長（小島清人君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中村守康君）  定住促進につきましては、本市の人口減少に対応するた

めの重要な施策であると認識しております。 

 本市では、空き家の有効活用と住宅取得支援を組み合わせました総合的な定住促進策を

展開しております。これらの施策を通じ、若年層や子育て世代の移住定住を促進いたしま

して、地域経済の活性化と人口減少の抑制に取り組んでまいります。 

 定住促進に関します具体的な施策といたしましては、空き家を貴重な資産と捉えまして、

空き家バンク事業や朝倉市住宅リフォーム補助事業により、空き家の有効活用を推進いた

しております。 

 空き家バンク事業では、空き家の売却または賃貸を希望されている所有者の方と、購入

または賃借を希望されている方とをマッチングする仕組みを構築しており、公益財団法人

福岡県宅地建物取引業協会と連携いたしまして、物件情報の提供と流通促進を図っており

ます。 

 朝倉市住宅リフォーム補助事業では、３世代世帯や転入後１年未満の方、あるいは、空

き家への転居をする方などを対象といたしまして、市内の事業者に発注して施工いたしま

す住宅リフォームに要する経費の補助を行っております。 

 また、市内居住予定の方が住宅を新築または購入されます際、あるいは、空き家を含み

ます中古住宅を購入されます際に補助いたします朝倉市住宅補助金や、そのほかにも住宅

取得等資金、利子補給金、朝倉市移住定住奨励金などの支援も行っております。 

 今後も、空き家の実態把握を進めながら、所有されている方の意向を踏まえ、適切に対

応を行ってまいりますとともに、シティプロモーション戦略会議内に新設いたしました移

住促進部会におきましても、具体的で効果的な移住定住促進の施策を企画立案いたしまし

て事業化を図ってまいります。 

 あわせて、住宅施策だけでなく、働く場所の確保、子育てや教育環境の充実などの総合

的な取組の検討も必要であると考えております。 

 ４年後に成果が見られたと判断できる指標といたしましては、例えば、若い世代の転入

者数や定住者数の増加が考えられますので、それらの数値が上がるように努力してまいり

ます。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 
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○６番（徳永秀俊君）  ありがとうございます。 

 私も住宅施策だけで若い方が流出が止まるとは思っておりませんけれども、私は工務店

経営を通じまして、多くの若い世代と接しておりますが、朝倉市に住みたい、それから、

家を建てたいという思いはあるものの、住宅価格の上昇や将来への不安から決断できない

方も多く見受けられます。 

 そこでお尋ねします。空き家活用と住宅取得支援を組み合わせた、朝倉市独自の定住促

進策をさらに強化する考えはございませんでしょうか。 

○議長（小島清人君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（中村守康君）  繰り返しになりますけれども、本市では、空き家の有効

活用と住宅取得支援を組み合わせました総合的な定住促進策を展開しております。 

 令和７年度には、空き家を含みます中古住宅の購入を朝倉市住宅補助金の補助対象に加

える制度拡充を行ったところでございます。また、空き家の活用は今後ますます重要にな

っていくものであると認識をしております。そのため、本年度は市内全域の空き家実態調

査を実施する予定でございまして、空き家バンクや住宅取得支援などにそのデータを活用

することで、さらなる充実を図ってまいります。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  ありがとうございます。 

 空き家の実態調査は、本当に大事なことだと思っております。私も何回も今まで空き家

のことについて聞きまして、国のほうが調べたものを基にしての回答が多かったものです

から、今回、実態調査をしっかりと指標を上げてやっていただけるということで期待をし

ております。 

 次に、働く場所づくりについて伺います。 

 企業誘致だけではなくリモートワーク、それから企業支援、スタートアップ支援など新

しい働き方への対応、前の議員さんたちとダブりますけれども、この回答もお願いいたし

ます。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  若者の流出に歯止めをかけ、定住を促進するためには、

安心して働ける環境づくりが重要であると考えております。企業誘致による雇用創出に加

えまして、リモートワークやスタートアップ事業による企業支援などは、若者の移住や定

住につながる可能性があると考えております。 

 多様な働き方に対応できる環境整備につきまして、国や県の制度も活用しながら、様々

な視点から調査研究していきたいと考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。私は、若者流出の原因は必ずしも

働く場所がないことだけではないと思っております。 
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 今、インターネット環境さえあれば、東京や福岡の企業に勤めながら、朝倉市で暮らす

ことも可能な時代になりました。朝倉市として、コワーキングスペースの整備、テレワー

ク環境の充実、ＩＴ人材の育成、若者起業家への支援などに取り組む考えはございません

でしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  近年はインターネット環境の整備によりまして、都市部

の企業に属しながら地方で生活します、いわゆるテレワークやリモートワークといった働

き方が広がっておりまして、本市としましても、多様な働き方や新しい働き方への対応を

研究していきたいと考えております。 

 また、ＩＴ人材の育成や若者起業家への支援につきましても、国や福岡県の中小企業支

援や創業支援、事業承継等に関する各種制度が充実していますので、本市のニーズを踏ま

え、関係機関とも協力しまして、必要に応じてこうした制度の活用、周知を図りたいと考

えております。 

 さらに、働く場所、拠点の確保や必要な設備につきましては、まずは光回線等の情報通

信基盤の整備が整っております朝倉支所、杷木支所が活用可能であるか調査したいと考え

ております。 

 今後も、本市におきまして多様な働き方が実現でき、若者が安心して働き、定住しやす

い環境づくりに向けて調査研究を進めていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 そしたら、次の質問をさせていただきたいと思っております。子育て支援、不登校対策

について質問させていただきます。 

 若者定住を進める上で、子育て支援は欠かせません。市長は、女性の就労と子育ての両

立支援を掲げられております。 

 そこでお尋ねをいたします。少子化が進む中での子育て支援は最重要課題です。市長の

考えられる重点施策をお聞きしたいと思います。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（吉武尚美君）  少子化が進む中で、子育て支援は本市にとって重要な課

題であると認識しております。これまでの議員への市長の答弁と同様のお答えとはなりま

すけれども、重点施策につきましては、就労と子育ての両立ができる環境づくりを中核に

捉え、働きながら安心して子育てができる環境の充実に取り組んでいきたいと考えており

ます。 

 具体的には、子ども医療費の負担軽減につきまして、高校生まで対象を拡大するなど経

済的負担軽減と併せて就労継続を支える環境整備を進めてまいります。これまでも保育

サービスの充実、経済的負担の軽減、相談支援体制の整備などに取り組んできたところで
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すが、今後は、個別施策の積み上げにとどまらず、戦略的な施策を組み合わせて総合的に

推進していくことが重要であると考えております。 

 そのため、子育て世代のニーズや利用実態を丁寧に把握しまして、両立を支える観点か

ら、必要な施策について検討を進めてまいります。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  私は、先ほども申し上げましたように、市として子育て支援、力

を入れていきますよと、女性の皆様を応援いたしますよということを申し上げていきたい

と、これはところどころで、出前市長室であったりとか、そういうふうに言っていきたい

というふうに思っております。 

 一方で、先ほど空の半分は女性であるということを申し上げましたが、その半分は男性

なんですね。男性の子育て支援に対する関心を高めることも大事だというふうに考えてお

ります。私もそうなんですけれども、子育て支援というのは、頭では大事だと思っていま

すけれども、自分には関係ないよねと思っている男性の方が大半じゃないかなというふう

に、勝手に想像しております。ですから、子育て支援に対する男性の関心を高めていきた

いというふうに考えております。 

 これは、朝倉市の未来をつくるものなんだと、朝倉市の、ある意味成長戦略なんだとい

うことを男性の皆様には訴えていきたいというふうに思っております。そうすることによ

って、男の人でもそういう言い方をしたらストっと腹落ちするんじゃないかなというふう

に考えておりますので、女性の方には応援をする、男性の方には成長戦略として子育て支

援というのは、朝倉市として必要なんですよということを訴えて、関心を高めていきたい

と考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 そこで、私は御提案をさせていただきたいんですが、ゼロ歳から３歳までのおむつ代の

支援をやっていただいたらどうかなと。子育て世帯の負担軽減として、非常に効果的なん

じゃないかなと、私は思ったんですよ。本市の見解はいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（吉武尚美君）  乳幼児期におけます子育て世帯の経済的負担は大きいと

認識しております。おむつ代の支援についても、その負担軽減の一つの方法であると考え

ております。 

 一方で、子育て支援には多様なニーズがありますことから、個別の支援を拡充するだけ

ではなく、働きながら子育てができる環境づくりにどのように寄与するかという視点で、

施策全体のバランスを考えることも重要であると認識しております。 

 今後は、子育て世帯の意見等も丁寧に把握しながら、保育サービスや相談支援、経済的

支援を含めた総合的な観点から、効果的な支援の在り方について検討を進めてまいります。 
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○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  おむつなんですけれども、私の娘が以前は福岡市に住んでおりま

して、おむつが送ってくるんだということを言っておりました。やっぱりすごいなと。残

念ながら、朝倉市はその財政の部分ではまだまだ足元にも及ばないような形ですけれども、

そういった環境が準備できればいいなというふうに思っております。早くそういうふうに

なりたいなというふうに考えています。 

 そういった中で、昨日の夜、徳永議員の質問等を見ておりましたら、そもそもおむつっ

て幾らなんだろうと。１か月幾らなんだろうということを思いまして、例えば、１日おむ

つって何枚使うんだろうというようなことを、私自身が振り返ったら、何枚使う、新生児

の方って何枚使うんだろうなということを、自分はそれが分かっていない。だから、先ほ

ど言いましたように、全然関心がない。ずらっと男性が市役所のほうも並んでおりますけ

れども、やはりそういった、部長が言いましたように、そういう女性の視点、そういうも

のはやはり入れていかないと、一月におむつ代がどれくらいかかるかとか、そういうのは

やっぱり、このおじさんである私は分かっておりませんので、そういうことはきちっと当

事者を交えて政策を練っていきたいというふうに考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうも前向きな回答をありがとうございます。ちょっと続けてお

聞きしますね。 

 このおむつは、子育て世帯に必ず必要なものでございます。ゼロ歳から３歳までの子育

て世帯にとっては、毎月大きな負担になっております。私は、おむつ代支援は単なる経済

支援ではなくして、朝倉市は子育て世帯を応援するまちだというメッセージもなると思っ

ております。 

 そこでお尋ねいたします。まずは全額補助ではなくても、例えば、おむつの購入券の配

布、または、地域商品券での支援、また、出産祝い金との組合せなど、朝倉市独自の支援

策を検討する考えはないでしょうか。 

○議長（小島清人君）  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（吉武尚美君）  おむつ代は乳幼児期における継続的な負担となります。

その軽減には、安心して子育てができる環境づくりにもつながるものと認識しております。

また、支援の方法につきましても、商品券や出産祝い金との組合せなど様々な手法が考え

られます。子育て世帯を応援するメッセージとしての側面を持つということも認識してお

ります。 

 今後は、他自治体の事例や効果等も参考にしながら、子育て世帯の意見を丁寧にお聞き

し、限られた財源の中で施策全体のバランスを考え、より効果的な支援の在り方について

総合的に研究してまいります。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 
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○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。若い世代が住み続けるためには、

子どもを生み育てやすいまちであることが何よりも大事であります。おむつ代支援は決し

て大きな金額ではないかもしれませんが、子育て中の御家庭にとっては大きな安心につな

がります。ぜひ前向きな検討をお願いし、この質問を終わらせていただきます。よろしく

お願いします。 

 次の質問をさせていただきます。今年度から小学校の給食の無償化が始まりましたけれ

ども、中学校給食の無償化への考えはいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（草場 勉君）  議員言われますとおり、本年度から小学校におきまして給食

費無償化を実施しております。国による給食無償化につきましては、正確には保護者負担

の抜本的な負担軽減でございまして、全額を国が負担しているわけではございません。 

 当市におきましても、国の基準、これは5,200円になりますけれども、それを上回る部

分につきまして市が負担し、無償化を行っているという状況でございます。 

 中学校給食費の無償化につきましては、国の支援が現在のところ未定となっておりまし

て、国の動きを注視していきたいというふうに考えております。 

 なお、市では、令和８年度におきまして、中学校給食費月額6,300円になりますけれど

も、うち月額3,300円を補助しているという状況で、保護者負担の軽減を行っているとこ

ろでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。ということは、御家庭の負担が

3,000円ということでよろしいですかね。今後とも、中学校のお子さんのほうが食べる量

も多かろうと思いますし、無償化のほうに向かって頑張っていただきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 次の質問なんですが、不登校生徒が増加していると思います。朝倉市のまず現状認識を

お聞かせください。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（草場 勉君）  不登校の状況ですけれども、本市の不登校児童生徒数は、小

中学校合計で、令和５年度192名、内訳は小学校63人、中学校129人となっております。令

和６年度は139人、内訳は小学校49人、中学校90人でありました。令和７年度でございま

すけれども、これはまだ速報値でございますが133人、内訳は小学校45人、中学校88人と

なっております。 

 全国におきまして不登校児童生徒が増加している中で、朝倉市においては、令和６年度

から２年連続で減少傾向にあるといった状況でございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。私の考えている以上に、多少減っ
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ているということで確認が取れました。 

 この学校以外の居場所づくり、また、フリースクール支援、オンライン学習支援、この

あたりはどう考えてありますでしょうか。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（草場 勉君）  市では、特定非営利法人フリースペースよつばさんが活動を

されております。令和４年度から６年度まで運営補助金を交付し、支援をしてきましたけ

れども、令和７年度から不登校の子どもたちが通う市内のフリースクールに対する新たな

補助事業を創設としたところでございます。令和８年度におきましては、補助額を増額い

たしまして、児童生徒１人当たり月額7,000円の支援を行っているところでございます。 

 このほか市が運営いたします適応指導教室ステップにおきましても、学習や体験活動、

相談事業を行い、子どもたちの居場所の一つとなっている状況でございます。 

 また、ＩＣＴ機器を活用したオンライン学習につきましては、現在、タブレットを活用

して実施できる環境でございます。コロナ禍には実施した事例もございますが、事例数は

限られています。 

 今後も、本人や保護者の意向を丁寧に聞きながら、効果的な方法を検討していきたいと

いうふうに考えております。以上です。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。この不登校対策というのは、教育

問題だけではなくして家庭への支援や福祉との連携が必要だと思っておりますが、この点

はいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  教育部長。 

○教育部長（草場 勉君）  議員おっしゃいますとおり、家庭支援、福祉との連携が必要

だというふうに感じております。 

 現在、本市の不登校対策におきましては、教育課で生徒指導を担当いたします指導主事、

この指導主事を中心に学校支援チームというのを組織し、それで対応を行っております。 

 学校支援チームは、社会福祉に関する専門的な知識や技術を有するスクールソーシャル

ワーカー、２名います。そのほか教育相談や家庭訪問を行う登校支援員、これ４名います。

また、市の教育支援センターの研究主事が３名、計10名で構成しております。 

 学校支援チームは。月に１回程度支援チーム会議を開催しまして情報共有を行うほか、

必要に応じて、朝倉市のこども家庭センターや児童相談所に協力要請するなど、関係機関

と連携しながら対応に当たっているところでございます。以上です。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。よく頑張っていただいていると思

います。ありがとうございます。 

 今までの質問を、私は、ばらばらと言ったらなんですけど、こう質問させていただきま
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したけれども、例えば、ゼロ歳から３歳までのおむつ代支援、それから、就学前の子育て

相談支援から小中学校不登校対策、これはまだ聞いていませんが、高校生キャリア教育と

か、若者の定住促進等、流れを市のほうで例えばつくって、仮の私が考えた題名ですが、

朝倉市子ども未来応援パッケージ、そういったものをつくってやっていくといいんじゃな

いかと、私は思っているんですよ。若者が希望を持てる朝倉市、子どもが生まれてから若

者になるまで応援する朝倉市、そういった大きな看板政策に発展していけるといいなと私

は思っておりますけれども、市長はいかがですか。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  大変夢のある政策といいますかメッセージだと思いますので、そ

れは考えさせていただきたいと思っております。 

 映画に「ペイ・フォワード」という映画がありまして、一人の少年が善意を先に与える

ことによって、その善意が広がっていくっていう映画があるんですけれども、非常にラス

トシーンが涙が出るような映画なんですが、私は、朝倉市はペイ・フォワードでありたい

と思っているんです。若い人たちにこうやって先に応援をする、善意を届けますよと、応

援メッセージを届けますと。それを次の世代にまた先送りしてくださいねと、次の世代に

引き継いでいってくださいね、バトンをずっと引き継いでいってくださいねって、そうい

うまちであってほしいと思っているんです。 

 だから、先に若者を応援することによって、先ほど言いましたように、朝倉市の未来へ

の投資になるというふうに考えておりますので、そういうパッケージ、そういったものも

十分考えられると思いますので、政策会議の中とかで考えていきたいというふうに思って

います。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。市長のお気持ちがよく分かりまし

た。 

 私は、単に、先ほどのおむつ、おむつを配ることが目的で申し上げたのではございませ

ん。朝倉市が子育て世代を本気で応援するまちというメッセージを発信することが大切だ

と思っております。 

 市長が考える朝倉市独自の子育て応援策とは何かございましたらお願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  すみません、突然の質問で。独自のというのは考えていなかった

んですけども、しかし、独自のというのがないと、ひょっとしたらこの自治体間競争の厳

しい中、選ばれないのかもしれませんので、それは考えていきたいと思っております。 

 前も言いましたように、たくさん朝倉市は、メニューは物すごくあるんです。ですけれ

ども、それがいま一つ周知されていないのか、ある意味いろんなのがあって目立たないよ

うなところもありますので、一番になるみたいなのも必要なのかなと思っていますので、
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その見せ方も含めて、ちょっと独自のというか、若い人たちの背中を押すインセンティブ

になるような独自の政策というのは考えていきたいと思っております。すみません、持ち

合わせてなくて申し訳ないと思っております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。前向きのいい答弁をいただきまし

てありがとうございます。 

 私も、市長が申した理念、これ、非常に大事だと思っております。しかし、市民の皆さ

んは、具体的に何が変わるのかと市が、これを期待しておられると思います。市長御自身

がこの就任４年間で、これだけは実現したいという子育て支援策があれば、お聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  私が目指しておりますのは、やはり経済的な負担を減らしてあげ

たいなと、近隣市町村の分を調査いたしまして、同じだったら選ばれませんので、それよ

りもちょっと安いと言ったら変なんですけれども、負担が少ないような、そういった政策

はやっていきたいなというふうに考えております。 

 あとは、財政の負担の部分とか、そういったのを含めて考えていかないといけませんの

で、それをやりたいというふうに考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。力強く推進をお願いいたします。 

 次に、有機農業推進についてお伺いいたします。 

 朝倉市は農業のまちであります。有機農業をどのように現在位置づけてあるのかを伺い

たいと思います。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  まず、有機農業とは、化学肥料や農薬に頼らず自然の力

を生かして持続的に農産物を生産する農業でございます。環境負荷の低減や生もの多様性

の保全の観点からも、国が目指す持続可能で環境に優しい農業の方針として策定されまし

た。 

 みどりの食料システム戦略においては、2050年までに耕作農地に占める有機農業の取組

面積割合を25％に拡大するなどの数値目標が設定されております。 

 朝倉市の農業におきましては、従来行われてきた観光農業という形で、福岡県下でも有

数の農業生産高・販売高を誇る農業地域を形成してきました。有機と表示をしてよいかの

基準を満たしているかを証明する制度として、有機ＪＡＳ認証制度がございます。認証取

得に当たっては、登録認証機関の厳しい審査があるため、朝倉市におきましては、この認

証を取得している農家は１件のみであると認識をしております。 

 この認証を取らずに有機農業に取り組む農家もいらっしゃいますが、面積の割合として
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はごく僅かな割合でございます。 

 全国の耕地面積に占める有機農業の取組面積も約0.8％程度にとどまっており、国にお

ける目標面積割合はあるものの、有機農業は本市の農業を支える多様な農業形態の一つと

しての位置づけであると考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。 

 有機農業は、先ほど申されましたように、全国でも0.7％と非常に少ない。一方、私は

20歳から24歳まで博多万能ねぎを作っておりましたが、４日から５日に１回消毒しないと

いけないですね。なぜかというと、虫がちょっとネギの汁を吸いますと、そこが白くなる

わけです。そうすると商品価値がぐっと下がります。そうならないためには殺虫剤を振ら

ないといけませんね。５日に１回とか。それから何日かして取るわけなんですけれども、

それを繰り返さないといけませんので、作りながら、こういうのを人に食わせていいのか

なと考えたこともございました。これは慣行農業ですから、肥料とそういう農薬を使った

やり方です。これは、もう僕は40年前の話ですが、今は随分減っていると思います、これ

は。 

 ですけども、そのとき思ったのは、自分がもう心の底から人のために喜んでいただいて

いる食料を作ることができるという喜びを持ちながら、しかも、自分も売ることができる

というのが本来の姿じゃないかなというふうに思いまして、有機農業というのは、やはり

どこかでやっていかないといけないというふうに僕は思っているんですよ。 

 ただ、朝倉市には、有機農業を教える学校があります。これは福岡県内外からたくさん

の方がお見えになって、50人ぐらいのクラス、毎年やってあります。 

 私、自分で思ったんですが、まず、有機農業のやり方が分からない人が当たり前に多い

んですよ。なぜかというと、学ぶ場所がないから。だけど、朝倉にはあるんですよ。教え

てくれる。そして、それを本当は、僕の気持ちですよ、朝倉市が発信していくほうがいい

んじゃないかなと思うんですよ。有機農業の里として朝倉が発信すると。 

 今、0.7％が全国の耕作面積であるとおっしゃいましたが、本当に、これはもう非常に

難しい問題だと思っています。だから、政府も30年かけて全体の耕作面積の25％を有機に

しようかということでチャレンジしてあるんだろうと思うんですよ。これは、30年間で成

功曲線を描きますと、真っすぐいかないですね、斜め上にはいかないです。ぐっと弓なり

になって上がっていくんですよ。だから、10年間ぐらいは本当に数字として現れてこない。

その後にじわっと、ぐぐぐと上がってくるというのがあって、ちょっと、結構時間がかか

るんですよね。だけども、僕は、そういったのを本当に本気になって取り組んでいるとこ

ろが0.7％しかないんだったら、逆に、そこに力を入れたら、これはブルーオーシャンで

すよ。何で、ほかのところはレッドオーシャンなのでいかないです。慣行農業ですから。 

 ですけども、博多万能ねぎを私、作ったときの、草創期のことも自分は存じているんで
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すが、やっぱり何十年もかかるんですね、一つのブランドを作っていくというのは。だか

ら、長い目で見て、せっかくそういった学校がある有機農業、そして、何よりも農業をや

る方の年齢がぐんぐん上がっていて、もう10年、15年、20年後には、そうした方はひょっ

としたらもう農業やれないですよね。そうしたら農地はどうするんだという話になります

よね。そこに移住定住促進として空き家を活用する。そこに学ぶために若い人が来たら、

その人たちをここに定住してもらうような働きをする。そういったことを働きかけをお願

いできないかと思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  有機農業についてもブランド化できる可能性があるので

はないかという観点から回答させていただきます。 

 消費者の健康志向や環境意識の高まりから、有機農法で生産されました農産物につきま

しては、環境に優しい、安心安全などの付加価値をつけることができ、生産農家にとって

も有利販売となり、所得の向上を目指すことができる可能性があると考えております。 

 一方で、有機農法は病気の発生や害虫駆除などの対応に多くの時間と労力を要し、収穫

物の一定の品質、規格の維持に相当困難を要すると言われております。そのような状況で

有機栽培等の農作物でブランド化を成功させるためには、有機ＪＡＳ認証に見られるよう

な厳格な栽培基準を満たすことや、品質管理などにより高品質な農産物の生産と安定的な

収量の確保が重要です。 

 その上で、地域特有の条件を生かした差別化を行い、その農産物の生産に係る生産者の

思いや地域の歴史などのストーリーを持たせ、ブランドイメージを発信し定着させること

で、販路の拡大・確保につなげていくことが必要であると考えております。以上でござい

ます。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。ぜひとも、長い目で見ないと、恐

らく成長していかないんだろうと思います、有機農業は。私も難しいと思いますが、何が

難しいかというと、有機農業のやり方が分からない人が恐らく99人だと思うんですよ。で

すから、それをまずは理解する。例えば、実証実験をするための農場をＡとＢと作って、

こちらは普通の慣行農業、そして、こちらは有機農業、同じものを作ってみる。そういっ

たものを最初まずどこかでやって、それで、これだったらいけるかもしれないというのは、

やっぱり実証実験をやっていかないと分からないんじゃないかなと、私は思っているんで

すよね。ぜひとも、今後、前向きに、また質問していきますので、よろしくお願いしたい

と思っております。 

 次の質問をさせていただきます。現在、ナフサショック、物価高騰対策についてお伺い

します。 

 私は工務店も経営しておりますけれども、まず水道配管に使う塩ビパイプ、壁や床、天
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井に入れる断熱材、クロスというのは部屋の壁紙ですね、に使う接着剤、糊ですね、ナフ

サ由来の商品が品不足であったり、今度高くなります。３割、４割、また塗装シンナーも

上がっていきます。値段が高騰しておりまして、工事の遅延、普通だったら大体１か月以

内で終わるようなものも、商品が入らないから２か月以上かかりますとか、そういった遅

延も起きております。 

 そこで質問でございます。燃料や原材料価格の上昇が市民生活や中小企業を直撃してお

ります。本市の現状認識をお願いいたします。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  御存じのとおり、昨今の原油高は日常生活や企業活動に

様々な影響を与えております。燃料価格の高騰は、トラック、バス、タクシーなどの物流

輸送業界だけでなく、多岐にわたる事業者や一般消費者にも影響が広がっております。 

 また、議員の言われますナフサショック、ナフサをはじめとする石油由来製品の供給不

足の不安は、建築資材の品切れや品薄状態や住宅機器の納期の遅れなどにつながっている

ことを承知しております。エネルギーと材料の面から多方面に影響を与えていることを認

識しております。 

 市内の事業者の一部からは、「ユニットバスの納品めどが立たず、工事が遅れている」

ですとか、「塗料、シンナーが入手できず、工事が止まっていたが、入手のめどが立ち何

か所も同時に仕上げなければならず、しわ寄せが来ている」という話も耳にしておる状況

でございます。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。こういった状況でございますけれ

ども、国の施策ももちろんあるのかもしれませんけれども、市の独自の何らかの施策が必

要だと私は思っておりますけれども、こういった点はいかがでしょうか。 

○議長（小島清人君）  農林商工部長。 

○農林商工部長（二宮正義君）  市では、中小企業向けに、今年令和８年１月の補正予算

で、朝倉市エネルギー価格高騰対策事業者支援金を、令和７年１月から12月までのうちの

連続する６か月間のエネルギー使用量に応じまして、その上昇単価の２分の１を補助して

おります。上限30万円で補助をしております。この事業は、現在も受付をしておりまして、

今月６月30日までその申請受付期間としております。 

 予算は補助金額で3,350万円でございまして、現在の実績としましては、申請件数135件、

金額で申しますと1,977万1,000円となっております。 

 さらに、今議会の補正予算におきまして、中小企業を対象とした省エネ設備導入支援補

助事業費を計上しております。本事業は、省エネ効果が高い設備の更新に係る費用の一部

を補助するものでございまして、業種に応じて、対象設備、補助率及び補助上限額を設定

しております。 
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 主な対象設備としましては、エアコンや冷凍冷蔵庫、高性能ボイラーなどとしておりま

して、申請受付期間は来月７月から今年の11月までとしておりまして、予算額は補助金額

で3,000万円となっております。 

 このほかに、事業の継続支援としましては、朝倉市中小企業者等事業資金融資制度事業

を実施しております。この制度は市内10金融機関と連携いたしまして、資金の使途に応じ

た低利融資を行っております。１億円を預託しまして、その４倍に当たる４億円を融資総

額として設定しておりまして、運転資金や設備資金の円滑な調達を支援することにより、

資金繰りの安定化を図るものでございます。 

 さらに、現在、福岡県の融資制度としまして、緊急経済対策資金制度がございます。原

材料価格の高騰等によりまして資金繰りに支障が生じている中小企業を対象に、低利・長

期で運転資金、設備資金を融資するものでございます。これらの活用を促していきたいと

考えております。 

 今後も引き続き、国、県の動向を注視しながら、必要な支援策について対応していきた

いと考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。今後ともよろしくお願いしたいと

思っております。 

 次に、開かれた市民派市政についてお伺いさせていただきます。 

 市長は、開かれた市政を掲げられています。具体的にどのような市政を目指されるのか。

出前市長室、地域懇談会、タウンミーティング、こういったものを定期開催する考えはあ

ろうかと思いますが、もうちょっと具体的に話していただいていいですか。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  出前市長室というのを公約に上げさせていただいておりますので、

市民の皆様のところに出向いていきたいと考えております。７月から、まずはコミュニテ

ィを中心に回っていきたいというふうに思っております。ぜひとも、市民の皆様の本音を

聞かせていただきたいと思っています。そして、行政を身近に感じていただきたいと考え

ております。しっかりと皆様の市民の声に耳を傾けてまいります。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。ちょっと似ていますけれども、市

民の声が市政に反映されたと、市民の皆さんが実感できる仕組みづくりが大変重要ではな

いかなと私は考えておりますけれども、こういった、ちょっともう一度お願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  市民の皆様に市政に参加していただきたいと考えております。今

までは投票行動で市政に参加をしていただいていたと思うんですけれども、一緒に朝倉市

を動かしているんだという実感を持っていただきたいと思っております。 



 20  

 そのためには、仕組みをつくることが大事ですので、公約として出前市長室を始めます

けれども、情報の共有化を図ることなどをきちっと仕組みを整えまして、市民の皆様との

信頼関係をつくっていきたいと考えております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。市長の４年間、４年後、どのよう

な朝倉市を実現したいかというのをお尋ねします。４年後、市長はどのような朝倉市を実

現したいと考えてあるでしょうか。ちょっと大まかですけれども、お願いします。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  ４年後にこういうことを言われたいです。私は「朝倉市に住んで

います」と言ったら、「挑戦するまちでしょ、朝倉市って挑戦するまちですよねと、そう

いうふうに言われました」という報告を受けたいと思います。 

 活気のあるまち、若い人たちが挑戦するまち、そういうまちにしたいと思っています。

残念ながら、今は外資系マンション問題で話題になったまちでしょうとか、そういった話

が多いのかなと思いますので、そういった前向きなイメージを持たれるまちにしたいと思

っています。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  最後に、市民の皆さんに最も伝えたいメッセージをここでお願い

します。 

○議長（小島清人君）  市長。 

○市長（中島秀樹君）  市民の皆様の声を聞くことを出発点といたしまして、私自身が挑

戦し続けていきたいと思っております。そして、私は皆様の幸せを追求するということを

お約束したいと思っております。朝倉市が進むべき方向をお示ししたいと思っております

ので、どうぞ皆様の声をお寄せいただきまして、市政の発展にお力を貸していただきたい

と思っております。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永議員。 

○６番（徳永秀俊君）  どうもありがとうございます。本日は市長の考えをお聞きするこ

とができました。市民の皆さんが希望を持てる朝倉市づくりのため、議員としても建設的

な提案を続けてまいりたいと思っております。 

 以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（小島清人君）  ６番徳永秀俊議員の質問は終わりました。 

 暫時休憩いたします。午後２時20分に再開いたします。 

午後２時９分休憩 

 

 

 


